
【お子さん（現在）を考えに考え抜く！】

曜日ごとの特性、領域のバランスを考えて、支援員それ

ぞれがプログラムを計画しています。

個別支援の必要性や、活動内での役割等、利用するお子

さんそれぞれに目的と目標を持って作成します。

活動計画（例）

◎ 療育へのこだわり③

“考えてこそ療育“

活動（プログラム）計画



療育へのこだわり④

２６歳女性 児童指導員

①

② ③

④

⑤

⑥

① 目的がなければ目標を掲げる

ことはできません。

② アプローチする領域の設定

③ 利用するお子さんの特性から

領域ごとの具体的な支援の確立

④ 一目で見て、誰にでもイメージで

きるように記載しています。

⑤ A～C（必要に応じてD）を設定

お子さんごとに落とし込む。

⑥ 特に導入に工夫を入れています。

ここがダメだと活動が失敗する。

活動計画（例）



【お子さん（将来）を考えに考え抜く！】

ご利用開始にともない、個別支援計画をご提示します。

この計画はいわゆる“支援のロードマップ”です。

半年後、１年後のお子さんが、こんな姿になっている！と

ドキドキワクワクするような内容をご提示します◎

個別支援計画（例）

◎ 療育へのこだわり④

“考えてこそ療育“

個別支援計画



個別支援計画（例）

①

②

③

④

① ご家族の意向や願いが、計画作成に最も重要な部分です。遠慮なく胸の内をお話ください◎

② ご家庭の方針や考え方に沿って、ASTEPでの過ごしの中での支援方針をご提案します！

③ １年後はこんなことができている！と心躍る内容をご提示できるよう支援員全員で考え抜きます★

④ １年後の姿から逆算して、途中に置く目標です！スモールステップの積み重ねで、実現させていきます♪

個別支援計画（例）



①

個別支援計画（例）
②

③

① お子さんが【成長した姿】になっている！
と、イメージできるように

② 【成長した姿】になれるように私たちが行う
具体的支援について（数・回数・時間等）

③ 支援を行う際の注意事項や
親御さんにご協力いただくこと

※ お子さんがやってみて楽しいことや、チャレンジしたくなるような視点で考えていきます！
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